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研修要旨

「バリデーション法の正しい理解とそのテクニック」　　　　　　　

講師：篠崎　人理氏（きのこエスポアール病院　本部長／きのこ老人施設　施設長）

（1） バリデーションの意味

Ｖａｌ→Ｖａｌｕｅ（彼らを正当に評価する）

Ｓｌｏｗ　ｄｅａｔｈ　ｏｆ　ｍｉｎｄ（ゆっくりした心の死）

　

　　　　　ｒｅｍｅｎｔｉａ（ｎｏｔ　ｄｅｍｅｎｔｉａ）

認知症の患者様は心は死んでいない。知的なものは衰えるが感性は敏感である。

（2） バリデーションとはなにか？

· 認知症のお年よりとコミュニケーションを行うためのセラピーの一つ

· 死が訪れる前に、やり残した仕事を片付けてしまおうと、一生懸命奮闘している痴呆のお年よりに対して、尊厳と共感を持って関わることを基本としています。そして尊厳を回復し、植物状態にならないように援助する簡単で実用的なテクニックです。

（3） エリクソンの生涯発達理論

1 乳児期…母への信頼と耐えることを学ぶ。

2 幼児期…自制心を学ぶ。

3 青年期…「反抗」

4 成人期…「関係の築き」

5 成人中期…「柔軟性の獲得」

6 老年期…「正当化」

7 後期高齢期…「解決のステージ」

（4） バリデーションの基本的な原則

１．すべての人はそれぞれユニークな存在です。ですから、必ず一人一人に個人的に対応しなければなりません。

２．たとえ彼らが混乱した痴呆状態であったとしても、すべての人は人間として貴重な価値のある存在です。

３．お年よりの混乱した行動の裏には、必ず理由があります。

４．お年よりの行動は単に脳の構造上の変化だけではなく、加齢によって長い人生の中で起こる身体的、社会的、そして精神・心理的変化を反映します。

５．お年よりの習慣的行動を強制的に変えることはできません。その人本人が変えようと思わない（希望しない）限り、変えることはできません。

６．お年よりは無条件で受容されなければなりません。どのようなかたちであっても偏見を持つことは許されません。

７．人々はその人生の中で、様々な課題に突き当たりながらいきてきます。その課題を十分に解決できずに過ごしてきて、不幸にして高齢期に痴呆症になった時、そのことが心の中でやりのこした課題として深く残っていて、それが問題行動として浮かびあがってきます。

８．私たちは「心の目」を使うことが出来ます。そして現在の音を補うために過去の音を聞きます。

９．信頼できる聞き手によって表現され、認められ、バリデートされれば、お年寄りの気持ちは和らぎます。無視されたり、禁止されたりするとより深く傷つきます。

10．共感を持って聞きます。

11．私たちが現在経験する感情は過去の似たような感情を呼び起こす引き金となります。

12．人間は一人ずつそれぞれ個別の気づき（自覚）を築きます。

（5） 解決にいたる４つのステージ

Ⅰ．認知の障害

Ⅱ．日時・季節の混乱

Ⅲ．繰り返し動作

Ⅳ．植物状態

（6） １４のテクニック

1． センタリング→精神集中

2． 事実に基づいた言葉を使う

3． リフレージング→繰り返す

4． 極端な表現を使う

5． 反対の事を想像する

6． 思い出話をする

7． 真心をこめたアイコンタクト

8． 曖昧な表現をする

9． はっきりとした低い、優しい声で話す

　　　　　　１０．ミラーリング→同じ動作をする
　　　　　　１１．満たされない人間的欲求と行動を結びつける

　　　　　　１２．好ましい感覚を用いる

　　　　　　１３．タッチング

　　　　　　１４．音楽を使う

（7） 他のセラピーとの違い

· ケアギバー（介護者）はお年よりと争ったり、対立したりしない。

· お年寄りに自分の行動の理由を考えさせたり、教えたりしません。

· 本人が望まない限り、日時、季節、場所などの混乱を修正したりしません。

· 今あるお年よりのすべてを受け入れます。

（8） まとめ

お年よりの見方を変えます

やっかいな人→普通の人へ

　　　　　　表面の裏側に本当の姿が見える

考察

今回の研修の前にＮＨＫのテレビ番組で「バリデーションについて」の特集をやっていたが、その番組に出ていた方が、今回の研修の講師であったので驚いた。

南病棟で認知症の患者様と接しているが、今回の研修では自分のコミュニケーションの取り方についてあらためて考えさせられる機会となった。

バリデーションは認知症の患者様とコミュニケーションを行うためのセラピーの一つである。死が訪れる前に、やり残した仕事を片付けてしまおうと、一生懸命奮闘している痴呆のお年よりに対して、尊厳と共感を持って関わることを基本としている。そして尊厳を回復し、植物状態にならないように援助する簡単で実用的なテクニックである。この「死が訪れる前に、やり残した仕事を片付けてしまおうと、一生懸命奮闘している痴呆のお年より」という部分にその様な見方をしたことがなかったので患者様のことをあらためて考えた。

障害をもっていても人間の価値は変わらない。認知症の患者様と自分の価値は同じであることを頭の中でも態度でも示すことが大切である。すべての人間は一人の人間として大切な存在であるという考え方がバリデーションの考え方がバリデーションのベースとなる。

ビデオで認知症の患者様との接し方をみせていただいた。認知症の患者様との接し方にいきづまりを感じている介護者の方や長く介護職をしていての接し方に自信がある方が認知症の患者様と実際に接する。自分ならどう接するか考えてビデオをみた。認知症の方のペースに合わせることの大切さを感じた。

昨年よりバリデーション・ワーカーコースができた。自宅で認知症の方の介護をしている家族も参加している。今回の研修にも介護者の方の他に実際に認知症の方の介護をしている家族も参加されていた。

認知症の方と接する際に「うそをつかないこと」「患者様が何を望んでいるのか読み取ること」が大切である。例えば「物を盗られた」と言う患者様に対して「あずかっているよ」と嘘をついてその場だけを取り繕うことは、患者様は潜在意識の中で知っているため信頼を失うことになる。「何を盗られたのか」と聞いて患者様と向き合い、知ろうとする態度が大切であると学んだ。また「どうして」「なぜ」と患者様に問うことはしない。患者様は混乱してしまう。

認知症の患者様のケアは専門性が高く、業務をこなすだけでは専門性がなくスタッフが燃え尽きてしまう。患者様と一緒に生活しゆっくりコミュニケーションをとれることでスタッフの方にも仕事に喜びを見出すことができる。バリデーションは自分も患者様も大切にするコミュニケーションのとり方である。

病棟で患者様と接する際に今回の研修で学んだことを思い起し、接していきたいと思う。









